
 いつまでも お元気でネ 
このほど、市場保育園（園長立花全兵衛氏）園児60名では、恒例の老人ホームを慰 

問しました。園児達は毎年訪づれていますが、老人たちは、チューリップや、ペン 

ギンさんの踊りに老顔をほころばせ、拍手をおくっていました。 

 〔市場保育園の老人ホーム慰問」 

昭和45年6 月 1 日発行 

編 集 発 行 

福岡県田川郡赤池町 

赤 池 町 公 民 館 

、毎月第3日曜日は 

家庭の日です、 

この日は一家団らんで家族 

揃って家庭でくつろぎ、青少 

年の考えや、悩みを聞いて、 

明るい、家庭をつくり子ども’ 

達が健康で明るく育つように 

つとめましょう。 

町 の 人 口 

(5月1日現在） 

総人口 9. 016人 

男子 4. 200人 

女子 4. 816人 

世帯数 2. 586世帯 

町
の
米
生
産
調
 

整
目
標
達
成
な
 

る
 

赤
池
町
の
米
の
生
産
調
整
に
つ
 

い
て
は
農
家
の
皆
様
の
理
解
と
協
 

力
に
よ
り
、
県
か
ら
指
示
さ
れ
た
 

目
標
減
反
面
積
に
達
成
致
し
ま
し
 

た。 町
の
米
生
産
調
整
目
標
数
量
 

目
標
面
積
 

一
九
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

減
反
比
率
 
七、 

一
％
 

以
上
が
県
よ
り
示
さ
れ
た
赤
池
 

町
の
調
整
目
標
で
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
と
し
て
は
米
生
産
調
整
 

推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
そ
の
調
 

整
方
法
等
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
 

農
家
よ
り
の
自
主
申
出
を
執
る
こ
 

と
と
な
り
そ
の
結
果
、
二
三
、
五
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
目
標
面
積
に
対
し
 

二
一
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

調
整
に
よ
る
転
作
、
休
耕
の
内
 

訳
は
次
の
通
り
で
す
。
 

他
作
物
へ
の
転
作
 
六
〇
％
 

休
耕
四
〇
％
 

米

の

生

産

調

整

に

は

 

転

作

を

 

国
は
本
年
度
最
大
の
課
題
と
な
 

っ
た
米
の
生
産
調
整
は
米
過
剰
の
 

為
め
、
わ
が
国
綜
合
農
政
推
進
上
 

緊
急
や
む
を
得
ぬ
措
置
と
し
て
そ
 

の
対
策
を
打
出
し
た
わ
け
で
あ
り
 

ま
す
。
 

と
り
わ
け
水
稲
の
作
付
を
休
止
 

す
る
こ
と
は
農
家
経
済
に
多
大
な
 

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
米
以
 

外
の
そ
菜
、
果
樹
、
雑
殻
等
他
作
 

物
の
転
作
を
考
へ
た
い
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

大
 
豆
 

農
林
省
は
、
転
換
作
物
と
し
て
 

「
大
豆
、
ソ
バ
は
、
い
く
ら
作
っ
 

て
も
生
産
過
剰
の
心
配
は
あ
り
ま
 

せ
ん
」
と
宜
言
し
て
い
ま
す
。
 

大
豆
は
国
が
決
め
る
基
準
価
格
 

が
あ
る
の
で
他
の
豆
類
と
違
い
、
 

相
場
の
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
 

一
安
心
し
て
作
れ
る
作
物
と
云
へ
ま
 

す。 （
土
地
条
件
）
 

1
排
水
の
良
好
な
と
こ
ろ
を
選
ぶ
 

こ
と
大
豆
は
土
壌
水
分
に
対
す
 

る
抵
抗
性
は
強
い
、
排
水
不
良
 

及
び
過
湿
の
場
合
は
立
枯
病
な
 

ど
の
病
害
が
発
生
し
易
い
。
 

2
梅
雨
期
、
秋
雨
期
な
ど
滞
水
し
 

な
い
と
こ
ろ
を
選
ぶ
。
 

3
各
種
土
壌
に
栽
培
出
来
る
が
肥
 

沃
地
で
は
茎
葉
繁
茂
し
結
実
不
 

良
と
な
る
か
ら
施
肥
に
注
意
す
 

る。 

4
連
作
を
さ
け
一
、
二
年
休
作
す
 

る。 助

役

に

 

椿

原

氏

が

再

選

 

赤
池
町
助
役
、
椿
原
誠
氏
の
任
 

期
満
了
に
伴
な
う
選
任
に
つ
い
て
 

議
案
が
三
月
定
例
町
議
会
に
提
出
 

さ
れ
、
椿
原
誠
氏
が
満
場
一
致
で
 

選
ば
れ
、
赤
池
町
助
役
に
再
選
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

△
人
 

事
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

』
 

委
員
 
皆
川
正
登
（
上
野
）
 

委
員
 
八
隅
重
信
（
市
場
）
 

人
権
擁
護
委
員
 

委
員
 
松
井
 
猛
（
赤
池
）
 



②
 

+
J
 

h
一
 

あ
 

＋車t 広
 

け
 

い
 

あ か 報
 

広 ⑧
 

議
案
「
二
十
五
件
」
可
決
 

三
 
月

定

例

町

議

会

 

昭
和
四
十
五
年
三
月
町
議
会
 

（
定
例
会
）
は
三
月
十
四
日
か
ら
 

十
二
間
ひ
ら
か
れ
、
議
案
二
十
七
 

件
、
請
願
一
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
 

重
審
議
の
結
果
、
第
十
八
号
議
案
 

（
町
営
住
宅
使
用
料
徴
収
条
例
の
 

一
部
改
正
廿
継
続
審
議
）
を
除
く
 

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
請
願
 

は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
、
昭
和
四
十
四
年
度
赤
池
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
 

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
赤
池
町
国
 

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
 

計
補
正
予
算
 

三
、
昭
和
四
十
四
年
度
赤
池
橋
架
 

設
準
備
積
立
金
特
別
会
計
補
正
 

予
算
 

四
、
赤
池
町
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
一
部
 

改
正
 

五
、
赤
池
町
特
別
取
の
取
員
で
非
 

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
 

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
 

正
 

六
、
赤
池
町
、
町
長
、
助
役
、
収
 

入
役
の
給
与
、
条
例
の
一
部
改
 

正
 

七
、
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
 

務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

八
、
赤
池
町
取
員
の
給
与
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

九
、
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
 

取
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
改
正
 

十
、
一
般
取
の
取
員
の
通
勤
手
当
 

の
支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
 

▲
商
工
費
 
商
工
業
振
興
費
や
観
 

光
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
 

す。 ▲
土
木
費
 
道
路
工
事
費
や
、
住
 

宅
建
設
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

▲
消
防
費
 
災
害
出
動
費
や
消
防
 

一
部
改
正
 

十
一
、
赤
池
町
消
防
団
条
例
の
一
 

部
改
正
 

十
二
、
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
に
 

つ
い
て
 

十
三
、
赤
池
町
営
住
宅
使
用
料
徴
 

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
は
、
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

十
四
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
契
約
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
改
正
。
 

十
五
、
恥
員
の
休
日
及
び
休
暇
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

十
六
、
取
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
改
正
 

十
七
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
 

一
般
会
計
予
算
、
別
掲
の
と
お
 

り。 

ー般会計歳入の概要

十
八
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
 

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
 

会
計
予
算
。
 

十
九
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
橋
 

架
設
準
備
積
立
金
特
別
会
計
予
 

算。 

二
十
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
 

立
病
院
特
別
会
計
予
算
。
 

二
十
一
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
 

町
上
水
道
特
別
会
計
予
算
。
 

二
十
二
、
赤
池
町
議
会
会
議
規
則
 

の
制
定
 

二
十
三
、
赤
池
町
議
会
傍
聴
人
規
 

則
の
制
定
 

請
願
 
公
共
事
業
労
務
引
上
げ
支
 

払
い
の
請
願
は
関
係
当
局
に
陳
 

情
書
を
提
出
す
る
事
で
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

特
別
取
の
選
任
に
つ
い
て
は
別
 

掲
の
と
お
り
で
す
 

町
 
の
 
予
 
算
 

五
億
一
千
百
ニ
十
ニ
万
九
千
円
 

▼
町
財
政
事
情
の
あ
ら
ま
し
A
 

赤
池
町
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
 

会
計
予
算
五
億
一
千
百
二
十
三
 

万
九
千
円
 
特
別
会
計
予
算
は
 

一
億
七
千
九
百
・
十
三
万
一
千
円
 

総
計
六
億
九
千
六
十
六
万
円
で
、
 

こ
れ
ら
の
予
算
は
、
わ
た
く
し
た
 

ち
の
生
活
に
直
接
関
係
す
る
も
の
 

金 額 

39.181 

4,000 

142,050 

4.286 

3,121 

160,815 

28,135 

1.045 

359 

36, 531 

91,700 

511,229 

自動卓取得 
税交付金 

地方交付税 

分担金及び 
負 担 金 

使用料及tメ 
手 数 半』ト 

国庫支出金 

県支出金 

財産収J 、 

寄 ‘fI 金 

繰 越 金 

諸 収 フ、 

田丁 

［ニコ44年度当初予算 

17,000 m 45年度当初予算 

16,000 

15,000 

14,000 

13,000 

12,000 

11,000 

10,000 

9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

施
設
費
、
水
防
費
な
ど
が
計
上
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

▲
教
育
費
 
教
育
委
員
会
事
務
費
 

や
、
学
校
管
理
費
、
市
場
小
学
校
 

々
舎
改
築
費
、
社
会
教
育
及
び
公
 

民
舘
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
 

す。 

国
民
年
金
被
保
険
者
掛
金
の
 

金
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
／
 

こ
の
た
び
、
第
二
回
国
民
年
金
 

調
整
に
よ
り
、
年
金
額
が
大
幅
に
 

増
額
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
 

う
に
掛
金
も
改
正
さ
れ
ま
す
。
 

従
来
、
掛
金
は
年
令
に
応
じ
て
 

区
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
 

四
十
五
年
七
月
以
降
は
、
年
令
に
 

区
分
な
く
一
律
と
な
り
ま
す
。
 

区 分 
44年 

7月まで 

45年 

7月以降 

47年 

7月以降 

20才～34才 250円 
月額 

450円 

月額 

550円 

35才～60才 300円 

受ける年金額はつぎのとおりです 

種 別 条 件 現行支給1 顎，糾5年明から 

老令年金 25 年納めて 
40 年納めて 

60, 0001 
96, 0001 

円 96,000円 
円 153, 600円 

障害年金 1 級 
2 級 

0
~
 

0
~
 

0
~
 

, 
, 

2
~
 

7
6
 

円 120, 000円 
円 96,000円 

母子年金 子が2人の時 60,000 円 96,000円 
準母子年金 孫弟妹が2人の時 60,000 円 96,000円 
遺児年金 子が2人の時 34,800 円 96,000円 
寡婦年金 60歳から 老令年金の半1 額 左に同じ 
死亡一時金 保険料を3年以上完納した人に 

5,000円～52、 000円 10,000円～52,000円 

※
年
金
額
は
物
価
・
国
民
の
所
得
 

・
生
活
水
準
な
ど
に
応
じ
て
五
 

年
ご
と
に
改
め
ら
れ
、
い
つ
も
時
 

勢
に
マ
ツ
チ
し
た
金
高
に
な
り
ま
 

す。 

一
 
  一
 
一
 
一
 
  一
 
  一
 
一
 
一
 
一
 

聖 

言 
税 債 税 入 金 他 

―般会計歳出の概要
で
「
町
の
台
所
は
ど
う
な
っ
て
い
 

る
の
か
」
わ
た
く
し
た
ち
の
納
め
 

た
お
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
 

い
る
か
」
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
 

た
め
町
の
財
政
事
情
の
あ
ら
ま
じ
 

を
と
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
 

本
町
は
産
炭
地
と
し
て
多
く
の
 

こ
の
ほ
ど
町
営
住
宅
が
伏
原
 

に
完
成
し
、
入
居
者
抽
せ
ん
会
 

が
公
民
舘
で
行
な
わ
れ
ま
し
 

た。 
入
居
戸
数
は
十
六
戸
で
、
広
 

さ
は
三
十
二
へ
l
べ
、
間
数
は
 

四
畳
半
と
六
畳
の
二
間
で
平
屋
 

建
て
で
す
。
 

こ
の
抽
せ
ん
 

会
に
、
四
十
111 

人
応
募
し
ま
し
 

た
、
応
募
率
は
 

二
、
六
倍
で
し
た
。
 

（単1之I円） 

難
問
題
を
多
く
か
か
え
毎
年
苦
し
 

い
財
政
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
が
 

本
年
度
も
国
か
ら
の
財
政
援
助
で
 

あ
る
地
方
交
付
税
や
、
そ
の
他
の
 

補
助
金
が
高
い
率
を
示
し
、
国
や
 

県
へ
の
依
存
度
は
年
々
高
ま
る
傾
 

向
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
の
本
 

年
度
の
予
算
編
成
は
住
民
福
祉
に
 

充
分
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
 

ん
が
、
消
費
的
な
経
費
を
節
減
し
 

て
建
設
的
な
投
資
を
と
り
上
げ
て
 

効
果
的
な
財
源
配
分
に
努
め
ま
し
 

た。 
一
歳
 

入
 

▲
町
税
を
種
目
別
に
み
ま
す
と
 

（
単
位
千
円
）
 

町
 

民
 

税
 

九、 

一
九
五
 

固
定
資
産
税
 
一
六
、
三
四
」
1 

軽
自
動
車
税
 

一
、
八
四
八
 

た
ば
こ
消
費
税
 

九
、
三
五
111 

電
気
ガ
ス
税
 

二
、
四
四
〇
 

款 金 額 

I議 会 費 11, 055 

総 務 費 83,89? 

亡コ“年度当初予算額 

四45 ' t 度当初f算額 

62,480 

13, 395 

53,652 

21,794 

2,443 

87,331 

民
 
衛
 

費

費

 
産
 

働
 
水
 

M
 

労
 
農
 

n
 

5,808 

12,000 
11,000 
tO, 000 
9,000 
8,000 
7,000 

・6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 
万円 

110, 280 

17.478 

23,615 

3,000 

15,000 

511,229 

四
十
へ
ー
べ
、
間
数
は
四
畳
半
 

と
三
畳
二
間
の
二
階
建
て
で
、
 

入
居
者
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
 

宅
地
造
成
完
成
と
着
エ
 

旧
発
電
所
の
敷
地
跡
に
板
屋
 

団
地
、
広
さ
六
千
へ
ー
べ
が
完
 

成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
団
地
に
 

町
営
住
宅
の
 

入
居
者
決
る
 

改
良
住
宅
も
完
成
 

こ
の
ほ
ど
伏
原
に
改
良
住
宅
 

三
十
二
戸
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
住
宅
は
。
南
町
に
あ
る
 

町
営
住
宅
、
三
十
二
戸
が
考
朽
 

化
の
た
め
、
改
良
住
宅
と
し
て
 

建
設
し
て
い
た
も
の
で
、
広
さ
 

は
将
来
約
六
〇
 

戸
の
住
宅
が
建
 

設
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

又
伏
原
地
区
に
、
四
月
一
日
 

か
ら
宅
地
造
成
工
事
が
始
め
ら
 

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
団
地
の
 

広
さ
は
七
千
へ
ー
べ
で
あ
り
、
 

約
一
〇
〇
戸
の
改
良
住
宅
が
建
 

設
さ
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

写
真
は
 
完
成
し
た
改
良
住
宅
 

（
上
）
と
町
営
住
宅
（
下
）
 

一
 

ーー】 

待

望

 の
 

プ

ー

ル

が

で

き

る

 

「
上
野
小
学
校
」
 

上
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
工
 

事
が
四
月
一
日
か
ら
着
工
し
ま
し
 

た。 

'
'
‘
・
ハ
‘
‘
皿
M
糞
協
》
 

完
成
は
六
月
中
旬
項
で
す
。
 

プ
ー
ル
の
長
さ
二
十
 11 

、
巾
一
〇
 

冨
（
五
コ
ー
ス
）
深
さ
七
〇
竺
ー
 

一
冒
一
〇
竺
、
こ
れ
ら
の
事
業
費
 

は
緊
急
就
労
事
業
費
で
、
ま
か
な
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
上
野
小
の
子
ど
も
 

，
ー
一
・
r

“
ー
叫
h
F
‘
を
・
 

達
は
「
こ
、
で
泳
い
で
は
い
け
な
 

い
」
の
立
札
で
水
か
ら
締
め
だ
さ
 

れ
、
夏
に
は
希
望
通
り
水
に
親
し
 

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

上
野
小
学
校
長
（
境
清
氏
）
P
 

T
A
会
長
（
浦
田
鷹
彦
氏
）
で
は
 

夏
に
な
る
と
，
子
ど
も
達
に
注
意
 

ば
か
り
呼
び
か
け
て
望
み
を
、
か
 

な
え
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ
た
が
 

こ
の
プ
ー
ル
完
成
で
水
に
対
す
る
 

よ
り
よ
い
指
導
が
で
き
る
と
、
完
 

成
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
で
各
学
校
に
水
の
施
設
が
 

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

の
 

他
 

生
 

費
 

上

充

用

金

 

公
 
償
 
費
 

農
林
水
産
費
 

諸

支

出

金

 

l 
金額 教 土 総 民 

育 木 務 生 働 

別 費 費 費 費 費 

ら
揚
者
特
別
交
付
金
請
 

求

期

限

延

長

に

つ

い

て

 

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
 

金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
改
正
案
 

が
国
会
を
通
過
し
、
請
求
期
限
が
 

ー
ケ
年
延
長
さ
れ
昭
和
四
十
六
年
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
し
 

た。 未
請
求
者
は
、
赤
池
町
役
場
民
 

生
課
援
護
係
ま
で
御
来
庁
下
さ
 

い。 
引
揚
者
特
別
交
付
金
を
請
求
で
 

き
る
者
 

①
一
般
地
域
 

昭
和
二
〇
年
八
月
十
五
日
ま
で
 

一
年
以
上
外
地
に
生
活
の
本
拠
 

を
有
し
て
い
た
者
。
 

②
ソ
連
参
戦
地
域
 

昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
ま
で
一
 

年
以
上
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
 

有
し
て
い
た
者
。
 

⑧
終
戦
前
本
邦
滞
在
中
終
戦
と
な
 

り
再
渡
航
で
き
な
く
な
っ
た
者
 

で
、
外
地
に
一
年
以
上
生
活
の
 

本
拠
を
有
し
て
い
た
者
。
 

④
南
洋
群
島
居
住
者
 

昭
和
十
八
年
十
月
一
日
ま
で
一
 

年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
 

い
た
者
。
 

⑥
連
合
国
在
住
者
 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
ま
で
 

一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
 

て
い
た
者
（
交
換
船
に
よ
る
引
 

▲
地
方
交
付
税
 

こ
の
税
は
所
得
税
、
法
人
税
、
 

酒
税
の
収
納
済
み
歳
入
額
か
ら
一
 

定
の
割
合
で
経
済
力
の
地
方
的
差
 

異
に
よ
る
地
方
財
政
の
不
均
等
を
 

国
の
力
に
よ
っ
て
是
正
し
よ
う
と
 

し
て
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
 

る
も
の
。
 

▲
国
県
支
出
金
 

市
町
村
が
事
業
す
る
場
合
に
国
 

や
県
が
交
付
す
る
補
助
金
で
、
失
 

業
対
策
、
同
和
事
業
改
善
費
、
公
 

営
住
宅
建
設
費
、
同
和
住
宅
建
設
 

費
、
教
育
費
補
助
市
場
小
学
校
建
 

築
費
補
助
、
常
福
水
源
施
設
整
備
 

事
業
費
補
助
な
ど
の
補
助
金
で
 

す。 ▲
町
債
 
町
が
い
ろ
い
ろ
な
建
設
 

事
業
を
す
る
た
め
、
国
か
ら
借
り
 

入
れ
る
も
の
。
 

歳
 
出
 

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
各
課
 

の
予
算
費
目
の
中
に
取
員
給
与
が
 

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

▲
総
務
費
 
庶
務
関
係
及
び
税
務
 

課
の
経
費
が
主
で
選
挙
事
務
に
必
 

要
な
経
費
や
統
計
そ
の
他
の
経
費
 

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

▲
議
会
費
 
議
会
関
係
に
必
要
な
 

経
費
で
す
。
 

▲
民
生
費
 
老
人
ホ
ー
ム
管
理
費
 

社
会
福
祉
費
、
国
民
年
金
事
務
費
 

隣
保
舘
運
営
費
や
児
童
福
祉
費
な
 

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

▲
衛
生
費
 
予
防
費
、
環
境
衛
生
 

費、 ▲
労
働
費
 
失
業
対
策
事
業
費
や
 

緊
急
就
労
対
策
事
業
費
な
ど
が
計
 

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▲
農
林
水
産
費
 
農
業
委
員
会
に
 

必
要
な
経
費
や
農
業
振
興
費
な
ど
 

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

揚
者
）
 

⑥
満
州
国
開
拓
民
政
府
命
令
関
係
 

は
特
に
一
年
未
満
で
も
対
象
と
 

な
り
ま
す
。
 

⑦
前
記
引
揚
者
（
①
ー
⑥
ま
で
）
 

で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
日
以
後
 

外
地
に
あ
る
間
に
死
亡
し
た
者
 

の
遺
族
。
 

⑧
引
揚
で
昭
和
四
十
二
年
七
月
三
 

十
一
日
以
前
に
死
亡
し
た
者
の
 

遺
族
。
 

額
 

金
 

る
 

れ
 

さ
 

給
 

支
 

基準日における 
年 令 引揚者 

・ 
遺 族 

1才～19才まで 30,000円 m,000円 

20才～24才まで 40,000円 28,000円 

25才～34才まで 60,000円 42,000円 

35才～49才まで 110,000円 77,000円 

50 才 以 上 170,000円 119,000円 

前
記
金
額
の
ほ
か
基
準
日
ま
 

で
八
年
以
上
生
活
の
本
拠
地
を
 

有
し
て
い
た
者
一
万
円
、
死
亡
 

者
の
遺
族
に
七
千
円
の
額
が
加
 

算
さ
れ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

前
記
金
額
は
十
年
償
還
の
記
 

名
国
債
を
も
っ
て
交
付
さ
れ
ま
 

す。 

愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
 
タ
パ
コ
 

は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
ノ
 

タ
バ
コ
を
町
内
の
タ
バ
コ
屋
さ
 

ん
で
買
い
ま
す
と
一
本
で
六
十
一
一
 

銭
、
十
六
本
で
約
十
円
専
売
公
社
 

よ
り
町
に
対
し
お
金
が
来
ま
す
。
 

こ
れ
を
タ
バ
コ
消
費
税
と
云
っ
て
 

町
の
税
収
入
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
四
十
四
年
度
の
タ
バ
コ
消
 

費
税
と
し
て
町
に
入
る
税
金
は
八
 

五
六
万
円
、
タ
バ
コ
の
本
数
に
し
 

て
一
．
一
九
O
万
七
千
本
で
す
。
 

こ
の
税
金
で
自
動
車
が
通
る
補
装
 

道
路
を
作
る
と
し
た
ら
何
メ
ー
ト
 

ル
出
来
る
で
し
ょ
う
か
、
約
五
〇
 

〇
メ
ト
ル
作
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 



④
 

・一 ・力 あ
 

報
 

広
 

ー
五
月
は
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
 

い
た
だ
く
月
で
す
。
 

毎
年
四
月
一
日
現
在
で
、
バ
イ
 

ク
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に
、
か
 

、
る
税
金
を
軽
自
動
車
税
と
い
い
 

町
税
で
あ
り
ま
す
。
 

最
近
町
内
で
軽
自
動
車
を
所
有
 

す
る
人
が
急
激
に
増
加
し
新
し
く
 

購
入
し
た
場
合
の
届
出
は
確
実
に
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
他
 

人
に
売
っ
た
車
、
無
償
で
譲
っ
た
 

車
、
お
よ
び
現
在
使
っ
て
い
な
い
 

車
の
役
場
え
の
届
出
を
怠
っ
て
い
 

る
人
が
お
り
ま
す
，
 

こ
の
届
出
を
廃
車
手
続
と
い
つ
 

て
い
ま
す
か
、
廃
車
手
続
を
怠
る
 

と
そ
の
車
に
も
毎
年
税
金
が
か
、
 

る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
 

損
を
し
ま
す
。
 

従
っ
て
廃
車
手
続
を
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
車
の
も
ち
主
は
確
実
 

に
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
 

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
 

一
、
三
才
児
検
診
 

〇
日
 

時
 
六
月
五
日
 

午
后
一
時
ー
三
時
 

〇
場
 
所
 
赤
池
町
中
央
公
民
舘
 

〇
料
 
金
 
無
料
 

〇
該
当
者
 
満
三
才
ー
四
才
未
満
 

の
者
 

一
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
 

〇
六
月
八
日
 
老
人
ホ
ー
ム
 

〇
六
月
九
日
 

上
野
小
学
校
 

〇
六
月
十
日
 

鋤
木
田
公
民
館
 

〇
六
月
十
一
日
 
八
区
公
民
館
 

〇
六
月
十
二
日
 

赤
池
町
中
央
公
民
館
 

〇
六
月
十
五
日
 
九
区
公
民
館
 

〇
六
月
十
六
日
 
伏
原
目
公
民
館
 

〇
六
月
十
七
日
 
炭
坑
中
町
集
会
 

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
 

を
う
け
警
察
や
検
察
庁
 

の
し
た
処
分
に
不
満
の
 

方
は
 

検
察
審
査
会
へ
相
談
 

を

ガ

 

皆
さ
ん
の
中
に
は
交
通
事
故
、
 

詐
欺
、
お
ど
し
、
暴
力
な
ど
各
種
 

の
犯
罪
に
あ
つ
て
、
被
害
を
受
け
 

た
が
、
犯
人
は
裁
判
さ
れ
ず
に
す
 

ん
で
し
ま
っ
た
、
ど
う
も
納
得
が
 

ゆ
か
な
い
、
不
満
だ
が
こ
れ
を
誰
 

に
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
の
 

か
判
ら
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
泣
き
 

寝
入
り
に
終
っ
て
い
る
人
は
い
な
 

い
で
し
ょ
う
か
c
 

こ
の
よ
う
な
不
満
を
も
つ
て
い
 

る
方
は
、
ど
ん
な
事
件
で
も
諦
ら
 

め
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
検
察
 

審
査
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
 

検
察
審
査
会
は
裁
判
所
の
中
に
あ
 

っ
て
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
 

所
（
十
九
、
二
十
支
所
）
 

〇
六
月
十
八
日
 
炭
坑
中
町
集
会
 

勲叫一、

二十二、二十 

〇
六
月
二
十
二
日
 
老
人
ホ
ー
ム
 

〇
六
月
二
十
三
日
 

鋤
木
田
公
民
舘
（
上
野
地
区
を
 

含
む
）
 

〇
六
月
二
十
四
日
 
八
区
公
民
館
 

〇
六
月
二
十
五
日
 

赤
池
町
中
央
公
民
館
 

〇
六
月
二
十
六
日
 
九
区
公
民
館
 

〇
六
月
二
十
九
日
 伏

原
目
公
民
館
 

〇
六
月
三
十
日
 
炭
坑
中
町
集
会
 

所
（
炭
坑
全
地
区
）
 

〇
時
間
 
午
后
一
時
ー
三
時
 

〇
料
金
 

一
人
一
回
に
つ
き
 

一
五
O
円
 

但
し
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
 

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検
察
員
か
 

ら
な
り
、
被
害
者
の
不
満
を
聞
い
 

て
、
そ
の
事
件
を
も
う
一
度
調
べ
 

直
し
て
み
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
は
、
 

犯
罪
の
陰
に
泣
く
被
害
者
を
保
護
 

救
済
し
ま
す
。
相
談
、
申
立
に
手
 

数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

田
川
市
千
代
田
一
の
五
 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

（
電
話
田
川
②
〇
一
六
三
番
）
 

第

四

回

書

道

祭

で

 

世

良

絹

代

さ

ん

ら

入

選

 

第
四
回
書
道
祭
が
こ
の
ほ
ど
田
 

川
市
体
育
舘
で
行
な
わ
れ
約
六
百
 

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
 

作
品
の
中
か
ら
た
だ
一
人
世
良
 

絹
代
さ
ん
が
県
知
事
賞
に
輝
や
き
 

ま
し
た
。
 

〇
県
知
事
賞
 
世
良
 
絹
代
 

中
学
一
年
 

〇
入
選
 
松
岡
寿
子
 
中
学
一
年
 

深
見
嘉
之
 
小
学
四
年
 

ニ
場
直
美
 
中
学
ニ
年
 

松
尾
矢
寿
子
中
学
二
年
 

杉
万
明
美
 
小
学
五
年
 

便
利
に
な
っ
た
出
生
・
 

死
亡
・
死
産
の
届
出
 

出
生
や
死
亡
・
死
産
の
届
出
は
 

い
ま
ま
で
す
べ
て
事
件
発
生
地
 

（
出
生
や
死
亡
し
た
と
こ
ろ
）
の
 

役
場
や
市
役
所
で
し
か
受
附
け
さ
 

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
た
び
戸
籍
法
の
 

改
正
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら
は
、
 

出
生
・
死
亡
届
は
、
あ
な
た
の
本
 

籍
・
現
在
の
住
所
地
・
あ
る
い
は
 

事
件
発
生
地
、
死
産
届
は
死
産
届
 

出
人
の
所
在
地
又
は
、
死
産
が
あ
 

っ
た
場
所
の
い
ず
れ
の
市
町
村
長
 

に
届
出
し
て
も
よ
い
こ
と
に
改
め
 

ら
れ
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
 

た
。
な
お
、
出
生
届
は
事
件
が
 

発
生
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
 

死
亡
・
死
産
届
は
そ
の
事
実
を
知
 

っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
届
出
を
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

届
出
書
類
は
各
市
町
村
に
そ
な
 

え
て
お
り
ま
す
の
で
印
か
ん
持
参
 

の
う
え
、
係
窓
口
に
届
出
し
て
下
 

さ
い
」
 

⑥
印
か
ん
証
明
交
付
の
手
続
 

印
か
ん
登
録
を
受
け
た
者
で
 

印
か
ん
証
明
を
受
け
る
と
き
は
、
 

本
人
が
本
町
役
場
に
出
頭
し
て
願
 

い
出
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
 

す。 や
む
を
え
ず
本
人
が
出
頭
で
き
 

な
い
と
き
は
代
理
人
を
出
頭
せ
し
 

め
、
印
か
ん
証
明
の
交
付
を
受
け
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

但
し
、
代
理
人
が
出
頭
す
る
と
 

き
は
委
任
状
を
提
出
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
委
任
状
に
は
 

事
実
に
相
違
な
い
こ
と
を
保
証
す
 

る
保
証
人
二
人
の
署
名
・
押
印
が
 

必
要
で
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
係
に
お
尋
ね
 

下
さ
い
。
 

印
か
ん
証
明
は
個
人
の
財
産
等
 

を
左
右
す
る
も
の
で
大
切
に
し
て
 

下
さ
い
。
 

社
会
教
育
団
体
の
 

手
に
よ
っ
て
 

町
公
民
舘
の
庭
に
 

植
樹
 

こ
の
ほ
ど
町
公
民
舘
に
植
樹
し
 

よ
う
と
、
青
年
団
や
社
会
教
育
団
 

体
の
手
に
よ
っ
て
作
業
が
行
な
わ
 

写
真
は
植
木
を
運
ぶ
青
年
団
員
 

れ
ま
し
た
。
近
頃
奉
仕
の
気
持
が
 

失
わ
れ
が
ち
で
す
が
，
こ
の
運
動
 

に
関
係
者
は
賞
讃
の
意
を
表
わ
し
 

て
い
ま
す
。
 

上
野
三
区
公
民
舘
長
 
定
宗
美
 

義
さ
ん
に
、
同
じ
三
区
に
住
ん
で
 

い
る
武
末
義
信
さ
ん
が
、
シ
ユ
ロ
 

の
木
十
五
本
、
町
公
民
舘
に
寄
贈
 

し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
こ
の
 

運
動
の
は
じ
ま
り
で
、
各
団
体
は
 

こ
の
善
意
に
賛
同
、
若
い
人
た
ち
 

は
ト
ラ
ッ
ク
を
各
自
持
ち
よ
り
、
 

堀
っ
て
は
運
搬
し
、
老
人
会
婦
人
 

会
、
子
供
会
の
指
導
者
は
堀
る
作
 

業
で
精
を
出
し
ま
し
た
。
 

今
は
木
に
実
が
稔
り
、
夏
に
枝
 

や
葉
が
茂
り
、
社
会
教
育
の
セ
ン
 

タ
ー
と
し
て
、
住
民
の
憩
い
の
場
 

と
な
り
、
住
民
に
喜
ば
れ
る
こ
と
 

で
し
よ
う
。
 

わ
た
く
し
達
は
今
後
と
も
こ
の
 

運
動
を
機
に
、
協
同
と
奉
仕
の
気
 

持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
痛
 

メ
レ
ま
し
た
。
 

植
木
の
寄
贈
者
は
次
の
と
お
り
 

武
末
 
義
信
氏
 
上
野
三
区
 

長
谷
川
朝
子
氏
 
上
野
四
区
 

世
良
 
唯
雄
氏
 
上
野
一
区
 

村
上
 
啓
次
氏
 
市
場
七
区
 

太
田
徳
太
郎
氏
 
上
野
四
区
 

太
田
 
辰
栄
氏
 
上
野
四
区
 

赤
池
町
四
季
会
様
 

自
治
大
臣
賞
に
輝
く
 

選
挙
管
理
委
員
会
 

先
に
行
な
わ
れ
た
昭
和
四
十
四
 

年
十
二
月
二
十
七
日
執
行
の
衆
議
 

員
総
選
挙
に
あ
た
り
、
赤
池
町
選
 

挙
管
理
委
員
会
が
自
治
大
臣
よ
り
 

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の
選
 

挙
に
お
い
て
一
致
協
力
し
て
選
挙
 

の
適
正
な
管
理
及
び
明
る
く
正
し
 

い
選
挙
の
推
進
に
努
力
し
優
れ
た
 

成
績
を
挙
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
表
 

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
者
彰
の
対
象
と
な
っ
た
理
 

由
は
投
票
率
が
あ
り
ま
す
が
町
民
 

の
皆
様
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
と
 

御
協
力
に
よ
っ
て
受
彰
さ
れ
た
も
 

の
と
選
挙
管
理
委
員
長
（
藤
井
良
 

太
郎
）
以
下
感
謝
い
た
し
て
お
り
 

ま
す
。
 （

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
 

務
局
）
 

長

谷

川

道

子

さ

ん

入

選

 

昭
和
四
十
四
年
度
の
明
る
く
正
 

し
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集
に
 

町
内
三
校
か
ら
二
〇
点
出
品
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
福
岡
県
の
察
査
に
お
 

い
て
、
長
谷
川
道
子
さ
ん
（
大
字
 

市
場
）
が
入
選
、
県
選
管
委
員
長
．
 

賞
を
受
ら
れ
ま
し
た
。
 


